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拠となり得る情報源かを慎重に吟味する必要

（fact-checking）がありますし、世の中には巧妙に

misleadに誘う罠を仕掛けた情報というものも存

在します。 

翻って、成書はそれが世に出るまでの過程に鑑

みて極めて信頼性の高い情報源であり、その質の

高い情報源を多数蓄積している場所が図書館で

す。言うなれば、図書館は知の集約発信拠点たる

高等教育機関の真髄と捉えることが出来ます。皆

さんはスマートフォンが当たり前のものとして

育ってきた世代であり、インターネットリテラシ

ーもある程度高い水準にあるだろうと承知して

いますが、それでも現時点においては正しい可能

性の極めて高い情報を系統的に効率よく習得す

る手段として、旧世代的にも思える成書という媒

体にまだ優位性があるものと理解しています。 

皆さんの多くは、卒業後に専門分野の pro-

fessionalとして活躍されることと思います。そう

であるならば、図書館を積極的に利用し多くの成

書に触れる中で系統的に整理された豊かな教養

を身につけてもらいたいと思います。それは目立

たずとも地中に広大に張り巡らされた根となり、

皆さんの professionalism の基盤を支える大きな

幹になります。卒業時には、インターネットで手

に入れた枝葉末節の知識を拠り所に学習してき

た学生とは比較できない程目の前の事象を深く

考察することができるようになっているはずで

す。「知る」という手続きの先に、世の中に必要

とされ尊敬される本物のprofessionalとして本学

から旅立たれることを期待しております。 

 

ある事柄を「知っている」と言えるための条件

は何でしょうか？ 私は、「何らかの情報を得てい

ること」、「情報が正しいこと」、「情報の正しさの

根拠を提示できること」。これら全てを満たすこ

とで初めてある事柄について「知っている」と言

えると考えています。これを「知ること」の前提

条件として認めた場合、図書館ほど正しい知識を

得るために効率的な場所は稀有であると言えま

す。確かに Google などのサーチエンジンを使用

すれば、いつでもすぐに何らかの情報を得ること

はできますが、その正しさを証明するためには典


